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今回は、小学３年生の「音訓かるた」と中学３年生の批評文を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

        

 

 

 

○今すぐ味噌ラーメンがたべたくなりました。論理の展開や表現力はさすが中三生です。 

ど ん ぐ り                    中学部３年 藤橋祭太郎 

日本人会にあるファミリーレストラン「どんぐり」は、皆から愛されている、心地よい空間

だ。そんな中、最も人気なメニューの一つである味噌ラーメンは、シンガポールに住む私

たちにシンプルな日本の味を思い出させてくれる。 

まず、味の構成に着眼点を置いてみよう。このラーメンは普通の味噌ラーメンであり、具

材やスープも驚くような衝撃はない。コクのあるスープの中には、チャーシュー、キャベツ、

ねぎ、味たま、めんま、なると、そしてオーソドックスなちぢれ麵がある。これらは日本で食

べる味を巧みに再現している。このおかげで、私たちの中に故郷の安心感が生まれる。 

シンガポールには、もちろんラーメンではない麺類がたくさんあり、ラクサ、ブローンミー、

バン麺などが挙げられる。これらを日常的に食べていると、無性にラーメンが食べたくなる

時がないだろうか。どんぐりの味噌ラーメンはこんな悩みを解決してくれる。 

「どんぐり」というレストランとしての名前も印象的だ。温かく、異国風の響きもなく、馴染

みやすい。名前だけでもほっこりとした日本の雰囲気を満喫できる。そして、どんぐりとは芽

の可能性という象徴性がある。森の中でひっそりと落ちている小さな実が時間をかけて芽

を出し、大木になる。シンガポールで暮らす日本人のコミュニティの中で、そうした「小さく

ても、確かな値を持つ存在」であってほしい。そんな願いがこの名前に込められているよう

にも思える。 

このように、「どんぐり」の味噌ラーメンは、シンガポールの忙しい街の 

中で、様々な観点で日本の味が息づいている温かい一杯である。 

○二人とも見事。一つの漢字で音訓両方の読みを入れ、俳句としても立派な作品です。 
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晴天の 夜の空には 天の川 ３年 荒巻侑士 

ジン          かみ 

はつもうで 神社で 神様にごあいさつ 
３年 奥谷 蓮 



小学部１～２年生 豆まき / 鬼役はボランティアのお父さんたち 

  

 

中学部３年生 授業参観 
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小学部３～５年生 節分の話 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【３月の日本の祝日】 ３月２０日(金) 春分の日 

【３月の登校日】   〔２月２８日(土) 卒業式・修了式合同練習① 桜餅配付〕 

３月 ７日(土) 卒業式・修了式合同練習② 

３月１４日(土) 卒業式、修了式（後期授業終了） 

 

 

 

１ ひな祭り用桜餅の配付について 

明日（２月２８日）に、ひな祭り用の“桜餅”を全校児童生徒に配付します。家に持

ち帰って食べるように指導していますので、ご協力ください。 

 

２ 通知表のデジタル配付について 

閲覧公開日は、３月１７日（火）を予定しています。 

閲覧期間等の詳細については別途お知らせいたします。 

 

 


